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六
月
六

日
、

園
芸
療
法
等
を

目
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
団
体
、

「庭
じ
か
ん
」
の

代
表

の
浅
利
政

子
さ

ん

か

ら

、

よ

こ
て
卸
町
園

に

い
ち

ご
が
プ

レ
ゼ

ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。

卸
団
地
近
く

に
あ
る
浅
利
さ

ん
所
有
の
い
ち
ご
畑
で
、
朝
収
穫
さ
れ
た
赤
い
、
大

き
な
い
ち
ご
に
園
児
た
ち
は
大
喜
び
。
い
ち
ご
の
お

返
し
に
、
あ
り
が
と
う
の
メ
ダ
ル
が
園
児
た
ち
か
ら

浅
利
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

い
ち

ご
は
、
み

ん
な
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
と
て
も

お

い
し
か

っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

浅
利
さ
ん
、

ご

好
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。
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「富
山
視
察
研
修
旅
行
を
終
え
て
」

６
月
１９
日

（水
）
か
ら
２
泊
３
日
の
日

程
で
協
同
組
合
富
山
問
屋
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
研
修
旅
行
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

協
同
組
合
富
山
問
屋
セ
ン
タ
ー
に
１９
日

‐３
時
に
到
着
す
る
と
、
長
沼
理
事
長
は
じ

め
役
職
員
な
ど
が
快
く
出
迎
え
て
下
さ
り
、

組
合
会
館
２
階

の
会
議
室

で
説
明
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
。

は
じ
め
に
、
長
沼
理
事
長
か
ら
歓
迎

の

挨
拶
、
当
組
合
か
ら
も
和
泉
理
事
長
が
挨

拶
を
述
べ
、

双
方

の
出
席
者
が
自
己
紹
介

を
行

っ
た
。
次
に
、
先
方
か
ら
組
合
の
概
要
・

共
同
事
業
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。

〔概
　
要
〕

協

同

組

合

富

山

問

屋

セ

ン
タ

ー

は
、

昭
和

３７
年

設
立

し
企

業

数

は
現
在

４７
社

（
他

に
準

組

合

員

２
社
、

関

係

企

業

２

社

）

で
組
織

さ

れ

て

い
る
。
出
資

金

は

Ｎ
く

Ｎヽ
８

千

円

で
総

面
積

が

ヽ
Ｎ
千

面
、

う
ち

ア
ー
ケ
ー
ド

の
な

い
部
分
の
道
路
は

富
山
市
に
移
管
し
て
い
る
。
昭
和

６‐
年
に

は
新
会
館
を
建
設
し
、

平
成

９
年
に
は
団

地
内
融
雪
設
備
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
ま

た
、
組
合
会
館
前
に
は
問
屋
稲
荷
神
社
が

鎮
座
し
年
３
回
神
事
を
行

っ
て
い
る
。

主
た
る
事
業
と
し
て
は
、
各
種
研
修
会

や
情
報
化
事
業
、
共
同
事
業

で
は
テ
ナ

ン

ト
賃
貸
部
門
と
し
て
持
ち
帰
り
弁
当
や
パ

ソ
コ
ン
教
室
、
理
容
室
も
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
水
道
事
業
と
し
て
丼
戸
水
を
共
同

利
用
し
団
地
内

の
消
雪
装
置
に
使
用
し
て

い
る
。
青

年

部

会

で
は
全

国

の
先

進

地

視
察
や
福
利
厚
生
研
修
な
ど
を
積
極
的
に

行

っ
て
い
る
。

以
上
説
明
を
終
え
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。
逆
に
、
当
組
合

で
昨
年

４
月
開
園
し

た
保
育
事
業
に
も
話
が
及
び
設
置
運
営
に

至
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
説
明
し
た
。
そ
の

後
、
参
加
者
全
員
の
記
念
撮
影
と
会
館
内

の
視
察
が
行
わ
れ
た
。

約

２
時
間
の
研
修
が
終
わ
り
、　
一
行
は

協
同
組
合
富
山
問
屋
セ
ン
タ
ー
を
後
に
し
、

午
後

５
時
に
初
日
の
宿

「
氷
見
温
泉
　

水ヽ

芳
閣
」
に
到
着
。
午
後
６
時
か
ら
夕
食
を

と
り
、
本
日
の
視
察
研
修

の
感
想
等
を
語

り
合

い
な
が
ら
懇
親
を
深
め
午
後

９
時
閉

会
し
た
。

２
日
目
以
降
は
希
望
に
よ
リ

コ
ー
ス
を

２
班
に
分
け
、
計
画
通
り
の
行
動

の
後
帰

路
に
つ
い
た
。

梅
雨
に
入

っ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
程

の
天
気
に
恵
ま
れ
、
世
界
遺
産
と
し
て
有

名
な
、
白
川
郷
合
掌
造
り
や
立
山
黒
部

ア

ル
ペ

ン
ル
ー
ト
な
ど

の
大
自
然
を
満
喫
す

る
事
が
で
き
た
。

た
だ
、
観
光
地
は
常
に
外
国
人
観
光
客

で
あ
ふ
れ
周
り
を
気
に
し
な

い
高

い
声
が

耳
に

つ
い
た
が
、

こ
れ
も
現
地

で
は
重
要

な
収
入
源
だ
と
す
れ
ば
致
し
方
な

い
の
か

と
半
分
諦
め
る
し
か
な
か

っ
た
。

３
日
目
午
後
９
時
頃
、
無
事
横
手
に
到
着
。

（事
務
局
　
木
村
）

「
研

修

旅

行

に
参

加

し

て

ｉｎ
富

山

」

人
口
約

４２
万
人
。
富
山
県
の
県
庁
所
在

地

で
も
あ
る
富
山
市
は
、
海

の
幸
に
恵
ま

れ
た
富
山
湾
を
北
に
臨
み
、
ま
た
、
数
多

の
登
山
家
を
魅

了
す

る

Ｐ
８
ｏ
ｍ
級

の
雄

大
な
立
山
連
峰
を
東
に
眺
望
す
る
、
世
界

に
誇

る
景
観
を
抱
く
美
し

い
都
市

で
す
。

私
た
ち
は
記
念
す
べ
き
令
和
最
初

の
研
修

旅
行
と
し
て
、

こ
の
富
山
市
に
君
臨
す
る

「協
同
組
合
富
山
問
屋
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
問

し
ま
し
た
。
昭
和

３７
年
富
山
市
中
心
市
街

地
に
あ

っ
た
中
小
卸
売
業
者
が
交
通
量
の

激
増
、
店
舗
倉
庫

の
手
狭
な
ど

の
問
題
解

決
と
、
間
屋
革
命
と

い
わ
れ
た
流
通
構
造

の
変
革
に
対
応
す
る
た
め
、
全
国
に
先
駆

け
て
店
舗
等
集
団
化
事
業

の
指
定
を
受
け

造
成
し
た
今
年
で
設
立

５７
年
を
迎
え
る
大

先
輩

の
商
業
卸
団
地

で
す
。
組
合
員
数

４９

社
、
従
業
員
数

８
０
ヽ
名
を
抱
え
、
富
山
県

の
物
流

。
商
流

。
情
報
発
信

の
起
点
と
し

て
、
地
域
社
会
や
産
業
経
済

の
発
展
を
牽

引
し
て
い
る
こ
と
は
、
お
話
を
伺
う
中

で

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
と
る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。
商
圏
規
模

こ
そ
違

い
ま
す
が
、
雪
国

で
あ
る
と

い
う
自
然
環
境
が
類
似
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
今
回
の
研
修
で
は
、

富
山
問
屋
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な
事
業
や
理

念
か
ら
、
私
た
ち
横
手
卸
セ
ン
タ
ー
の
今

後

の
事
業
運
営
に
役
立

つ
大
き
な
ヒ
ン
ト

を
い
た
だ
い
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

研
修
後
は
、
富
山
市
よ
り
北
西
に
移
動

し
、
氷
見
温
泉
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
豊
富

な
魚
介
量
を
誇
る
富
山
湾
か
ら
と
れ
た
魚

介
類
は
ま
さ
に
絶
品
で
し
た
。
黒
部
立
山

ア
ル
ペ

ン
ル
ー
ト

・
白
川
郷
合
掌
造
り
集

落

の
見
学
な
ど
、
富
山
の
魅
力
を
堪
能

で

き
た
と
て
も
有
意
義
な
研
修
旅
行
で
し
た
。

（副
理
事
長
　
藤
井
　
健
）

い
い
お
天
気
の
日
に
は
散
歩
、
外
遊
び
、

水
風
船
遊
び
…
戸
外
遊
び
を
大
い
に
楽
し

ん
で
い
る
子
ど
も
達
で
す
。

遊
び
の
中
で
の
や
り
と
り
も
日
々
の
経

験
か
ら
成
長
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま

す
。
保
育
園
に
新
し
く
登
場
し
た
す
べ
り

台
は
や
は
り
皆
遊
び
た
い
気
持
ち
が
強
く

あ
り
、
園
庭
に
出
る
と
次
々
に
子
ど
も
達

が
遊
び
に
行
き
ま
す
。
そ
の
中
で

「じ
ゅ

ん
ば
ん
よ
。」
「じ
ゅ
ん
ば
ん
だ
よ
ね
―
。」

と
声
を
か
け
た
り
、
小
さ
い
お
友
達
に
手

を
か
し
て
あ
げ
た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど

も
達
の
姿
に
ほ
っ
こ
り
と
温
か
い
気
持
ち

に
な
っ
て
い
る
保
育
者
達
で
す
。

こ
れ
か
ら
訪
れ
る
夏
の
暑
さ
に
も
負
け

ず
、
皆
で
楽
し
く
元
気
い
っ
ぱ
い
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一イ^
′■ヽ

一織

セ量

会

壼氏■

通
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ロ
ロ
囮
警
万

応
募
方
法
＝
答
は
書
面
で
事
務
局
迄
。

※
同

一
人
が
何
人
も

の
回
答
を
し
た
場
合
は

全
部
無
効
と
し
ま
す
。

締
め
切
り
＝
７
月
１６
日
側

発
表
＝
ウ
ィ
ズ
　
８
月
号

（‐３６
号
）
　

′

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
二
名
の
方
に
ウ
ィ
ズ

よ
り
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

ウィズ
令不日

'こ
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0組合業務日誌 (6月 )

3日  定例清掃

定例理事会

4日  ウィズ編集会議

7日  環境美化コンクール

11日  厚生委員会

秋田県中小企業団体

中央会総会 (秋田市)

18日  金融委員会

三役会

19日～21日  視察研修

(富 山問屋センター)

0組合行事予定 (7月 )

1日  定例清掃

2日  ウィズ編集会議

5日  東北商団連総会

(山形流通団地)

8日  定例理事会

11日  秋田県卸センター連絡協議会

(秋田市)

14日  親睦ゴルフ大会 (羽後CC)
23日  組合代表者会議 (横手市)

26日  グラウン ドゴルフ

&ビアパーティ

下のA・ Bの枠に漢字を入れ、各二文字の熟語を

完成して下さい。

完成 したら、A・ Bの漢字で、二文字の熟語に

して下さい。 (B・ Aになることもあります)

―
前
回
の
答
及
び
当
選
者
―

答
え
＝
衣
替

加

藤

　

　

信

様

（ヨ
コ
ウ
と

鎌
　
田
　
首
（理
子

様

（東
邦
薬
品
）

（応
募
１６
名
）

一．．．．．．．．曖卜

一

一・・

去
る
、
６
月
１１
日
閃

・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
秋
田
で
開
催
さ
れ
た
、
秋
田
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
令
和
元
年
度
通

常
総
会
で
、
当
組
合
の
佐
々
木
進
監
事
が

「組
合
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

鋪
集
委
員
の
ひ
と
り
こ
と
一

ァ

ｐ
ａ
ｙ

（ペ
イ
）
を
使
お
う
―
」

と

い
う
Ｃ
Ｍ
や
広
告
を
最
近
異
常
に
目
に
し

ま
す
が
皆
様
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
？

銀
行

。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ｉ
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ツ
プ

。
コ

ン
ビ

ニ
と
数
え
上
げ
た
ら
き
り
が
な
い
で

す
ね
！
い
ず
れ
も
電
子
マ
ネ
ー
創
世
期
の

覇
権
を
握
ろ
う
と
必
死
で
す
か
ら
利
用
す

る
側
に
と

っ
て
今
が
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
五
百
～
千
円
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ん
て
当
た
り
前
、
上
限
が
あ
り
ま

す
が
利
用
額
の
７０
％
を
後
日
還
元
な
ど
も

は
や
現
金
を
使

っ
た
ら
負
け
と
言

っ
て
い

い
状
況
で
す
。
人
は
現
金
払

い
す
る
際
に

苦
痛
を
感
じ
る
生
き
物
と
の
事
で
す
。
カ
ー

ド
払
い
同
様
こ
の
苦
痛
を
感
じ
さ
せ
ず
利

用
額
を
上
げ
る
の
が
本
質

の
よ
う
で
す
。

ご
利
用
は
計
画
的
に

。
・
　

　

　

（奥
山
）

赤

国 A 曜

砂

応

作 B □
叩

事

ヒン ト     ※二文字の熟語の作り方

左のような並びで、A・ Bの 枠
にそれぞれ漢字―字を入れ、
二文字熟語ができる様にして
下さい。さて、A・ Bそ れぞれ
に入る漢字は何でしょうか。

二文字の熟語□日でお答え下
さい。

囲
□
四
囲

□
□
□
剛

②①O④

H5年 11月 組合創立20周年記念ボーリング大会

新刊図書コ‥ナ申

キ ャ バ レ ー   ビー トた け し '

シーソーモンスター  伊 坂 幸太郎  1

と め ど な く囁 く  桐 野 夏 生  |

樹木希林120の遺言  樹 木 希 林  :
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